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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ロ
ッ
ク
マ
ン
Ｘ
た
ち
が
謎
の
少
女
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
と
世
界
を
救
う
よ
う
な
お
話
で
す
。

　
に
じ
フ
ァ
ン
で
は
こ
れ
の
続
編
も
同
時
進
行
で
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
が
完
結
し
な
い
と
あ

ち
ら
を
書
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
先
に
こ
ち
ら
を
書
き
ま
す
。
そ
れ

に
過
去
と
現
在
の
設
定
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ル
が
い
る
の
に
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ロ
が
隊
長

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
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設
定

　　
オ
リ
キ
ャ
ラ
の
設
定
で
す

　
名
前
　
シ
ェ
ラ

　
性
別
　
女

　
性
格
　
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ロ
の
中
間
あ
た
り
。
ア
ク
セ
ル
と
い
る
と
子
供
っ
ぽ
く
な
る
。

　
　
　
任
務
遂
行
は
得
意
な
ほ
う
。

　
容
姿
　
ロ
ッ
ク
マ
ン
ゼ
ロ
の
シ
エ
ル
そ
っ
く
り
。
服
は
シ
エ
ル
の
水
色
版
。

　
能
力
　
空
を
飛
べ
る
（
浮
か
べ
る
）、
人
間
世
界
と
電
脳
世
界
を
行
き
来
で
き
る
。

　
　
　
ス
タ
イ
ル
を
分
け
て
戦
え
る
。

　
そ
の
他
　
新
し
い
少
女
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
。
戦
闘
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
。
絶
望
を
希
望
に
変
え
る
者

た
ち
の
１
人
。
呼
び
名
は
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
の
少
女
。
サ
イ
バ
ー
エ
ル
フ
は
５
体
持
っ
て
い
る
。（
う
ち

２
体
は
サ
テ
ラ
イ
ト
。
で
も
本
人
は
知
ら
な
い
）
Ｓ
級
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ハ
ン
タ
ー
。
所
属
は
第
０
特

殊
部
隊
。

　
武
器
　
武
術
、
シ
ー
ル
ド
（
自
由
に
変
形
す
る
）
剣
、
弓
。

　
ス
タ
イ
ル
　
通
常
ス
タ
イ
ル
　
水
色
の
服
で
目
も
水
色
。

1



　
　
　
　
　
戦
闘
ス
タ
イ
ル
　
黄
色
の
服
で
目
も
黄
色
。
純
粋
な
戦
闘
型
レ
プ
リ
ロ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
く
ら
い
強
い
。（
戦
闘
型
だ
け
ど
）
攻
撃
系
の
魔
法
も
使
え
る
。
で

も
基
本
は
剣
か
弓
。

　
　
　
　
　
補
助
ス
タ
イ
ル
　
黄
緑
色
の
服
に
黄
緑
色
の
目
。
補
助
系
と
回
復
系
の
呪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
（
?
）
が
使
え
る
。

　
ロ
ッ
ク
マ
ン
Ｘ
の
設
定
は
今
と
昔
が
混
じ
っ
て
ま
す
・
・
・（
例
ア
ク
セ
ル
が
い
る
の
に
、
エ
ッ
ク
ス

が
第
１
７
精
鋭
部
隊
の
隊
長
だ
っ
た
り
し
ま
す
）

2  設定



プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
一
体
い
つ
ま
で
追
わ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
?

　
ど
う
し
て
私
だ
け
が
こ
ん
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
?

　
全
て
の
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
だ
か
ら
?

　
あ
れ
は
何
?

　
あ
ぁ
、
私
を
追
っ
て
く
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ね
・
・
・

　
私
は
こ
こ
で
死
ぬ
の
か
し
ら
・
・
・

　
誰
か
私
に
チ
ャ
ン
ス
を
下
さ
い
・
・
・

　
こ
の
力
を
使
っ
て
守
れ
る
よ
う
に

　
そ
し
て
理
想
郷
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
未
来
を
作
る
た
め
に
・
・
・

　
私
の
役
目
を
果
た
す
た
め
に
も
・
・
・

　
あ
ぁ
、
製
作
者
様
・
・
・
な
ぜ
貴
方
は
私
に
こ
ん
な
力
を
与
え
た
の
で
す
か
?

　
そ
し
て
何
故
、
私
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
作
っ
た
の
で
す
か
?
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第
１
話
　
出
会
い

　　
???
「
こ
こ
ま
で
か
な
ぁ
・
・
・
・
」

　
ダ
ン
ッ
!!

　
エ
ッ
ク
ス
「
少
女
型
!?
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
お
前
、
俺
た
ち
の
間
に
入
れ
!!
」

　
???
「
え
?
で
も
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
早
く
っ
!!
」

　
???
「
は
、
は
い
!!
」

　
ア
ク
セ
ル
「
こ
い
つ
ら
、
い
つ
も
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
よ
り
も
強
い
!
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
こ
れ
じ
ゃ
、
き
り
が
な
い
な
・
・
・
」

　
???
「
み
な
さ
ん
、
離
れ
て
い
て
下
さ
い
。
私
が
や
り
ま
す
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
え
!?
君
が
!?
」

　
???
「
早
く
し
て
下
さ
い
!!
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
!!
」

　
ア
ク
セ
ル
「
エ
ッ
ク
ス
!?
」

4  第１話　出会い



　
ゼ
ロ
「
あ
の
女
、
た
だ
者
じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
し
な
」

　
ア
ク
セ
ル
「
分
か
っ
た
よ
」

　
???
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
???
「
も
う
、
い
い
加
減
、
諦
め
て
く
れ
な
い
か
し
ら
?
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
た
ち
?
私
に
殺
さ
れ
た
い
な

ら
別
だ
け
ど
」

　
???
「
グ
ラ
ン
ド
ク
ロ
ス
!!
」

　
ゴ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
（
竜
巻
の
起
こ
る
音
）

　
３
人
「
・
・
・
・
」

　
???
「
・
・
・
使
っ
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
認
定
さ
れ
な
い
と
い
い
な
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
す
ご
い
ね
、
君
!!
名
前
何
?
」

　
???
「
私
で
す
か
?
私
は
シ
ェ
ラ
で
す
」

　
ア
ク
セ
ル
「
シ
ェ
ラ
か
。
あ
、
僕
た
ち
に
は
敬
語
使
わ
な
く
て
い
い
よ
」

　
シ
ェ
ラ
「
う
ん
。
エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
、
ア
ク
セ
ル
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
何
で
、
俺
た
ち
の
名
前
を
?
」

　
ゼ
ロ
「
そ
れ
に
、
シ
ェ
ラ
と
い
っ
た
か
・
・
・
固
体
認
識
番
号
が
な
い
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
え
っ
!?
ほ
ん
と
だ
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ベ
ー
ス
ま
で
一
緒
に
来
て
も
ら
え
る
?
」
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シ
ェ
ラ
「
・
・
・
は
い
」（
大
事
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
・
・
・
）

6  第１話　出会い



第
２
話
　
ハ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス

　　
シ
ェ
ラ
「
こ
こ
が
ハ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
う
ん
?
そ
の
子
が
現
場
に
い
た
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
か
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
あ
あ
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
を
・
・
・
イ
レ
ジ
ュ
ラ
ー
ハ
ン
タ
ー
に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
?
」

　
エ
イ
リ
ア
「
駄
目
だ
わ
・・・
。
い
く
ら
探
し
て
も
こ
の
子
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
何
１
つ
な
い
わ
・・・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
ん
だ
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
デ
ー
タ
が
な
い
し
、
少
女
型
を
戦
わ
せ
る
わ
け
に
は
・
・
・
」

　
ス
ッ

　
シ
ェ
ラ
「
こ
れ
で
も
駄
目
で
す
か
?
」

　
ア
ク
セ
ル
「
ボ
デ
ィ
の
色
と
目
の
色
が
変
わ
っ
た
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
そ
の
姿
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
ア
ク
セ
ル
さ
ん
で
言
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ェ
ン
ジ
み
た
い
な
能
力
で
す
」

　
ブ
ン
ッ
（
セ
イ
バ
ー
の
振
り
落
と
さ
れ
る
音
）

　
エ
ッ
ク
ス
「
ゼ
ロ
!?
何
を
!?
」
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ゼ
ロ
「
何
故
避
け
な
か
っ
た
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
本
気
じ
ゃ
な
い
っ
て
分
か
っ
て
た
か
ら
で
す
。
先
ほ
ど
の
戦
い
の
時
に
比
べ
て
ス
ピ
ー
ド

も
少
し
遅
か
っ
た
で
す
し
」

　
ゼ
ロ
「
よ
く
分
か
っ
た
な
。
・
・
・
お
前
戦
闘
型
だ
ろ
う
?
」

　
み
ん
な
「
え
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
よ
く
分
か
り
ま
し
た
ね
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
戦
闘
型
な
ら
い
い
か
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
じ
ゃ
あ
、
所
属
は
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
第
０
特
殊
部
隊
で
ど
う
だ
?
そ
の
能
力
が
使
え
る
か
も
し
れ
ん
し
な
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
分
か
っ
た
」

　
シ
ェ
ラ
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ゼ
ロ
さ
ん
・
・
・
あ
、
ゼ
ロ
隊
長
」

　
ゼ
ロ
「
ゼ
ロ
で
い
い
・
・
・
。
あ
と
、
敬
語
も
な
し
だ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
俺
も
、
さ
ん
は
な
く
て
い
い
し
、
敬
語
じ
ゃ
な
く
て
い
い
」

　
ア
ク
セ
ル
「
無
論
、
僕
も
ね
」

　
シ
ェ
ラ
「
は
い
・
・
・
じ
ゃ
な
く
て
う
ん
。
よ
ろ
し
く
ね
、
ゼ
ロ
、
エ
ッ
ク
ス
、
ア
ク
セ
ル

8  第２話　ハンターベース



第
３
話
　
ラ
ン
ク
決
め

　　
ア
ク
セ
ル
「
ハ
ン
タ
ー
ラ
ン
ク
は
ど
う
す
る
の
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
Ａ
級
は
確
実
だ
と
思
う
」

　
ゼ
ロ
「
Ｓ
級
か
Ａ
級
か
・
・
・
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
で
も
、
前
Ａ
級
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
壊
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
だ
そ
の
ま
ま
な
の
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
Ｓ
級
を
受
け
て
も
ら
お
う
か
」

　
〜
テ
ス
ト
終
了
後
〜

　
エ
ッ
ク
ス
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
レ
イ
ヤ
ー
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
パ
レ
ッ
ト
「
・
・
・
・
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
?
え
?
」
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ア
ク
セ
ル
「
Ｓ
級
を
満
点
な
ん
て
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
・
・
・
簡
単
だ
っ
た
よ
?
」

　
み
ん
な
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
あ
・
・
・
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
５
年
ほ
ど
追
わ
れ
て
い
た
も
の
で
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
何
故
だ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
っ
と
・
・
・
い
つ
か
話
す
わ
ね
」（
ニ
コ
ッ
）

　
ア
ク
セ
ル
「
う
ん
、
ま
た
教
え
て
ね
。」

10  第３話　ランク決め



第
４
話
　
彼
女
の
実
力

　　
エ
イ
リ
ア
「
シ
ェ
ラ
の
実
力
が
知
り
た
い
わ
ね
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
い
い
で
す
よ
」

　
ア
ク
セ
ル
「
満
点
だ
っ
た
ん
だ
し
、
僕
た
ち
３
人
で
も
い
い
?
」

　
ゼ
ロ
「
俺
も
か
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
俺
ま
で
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
は
い
い
わ
よ
」

　
〜
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
〜

　
シ
ェ
ラ
「
じ
ゃ
あ
、
は
じ
め
な
い
?
」

　
ア
ク
セ
ル
「
手
加
減
は
し
な
い
か
ら
ね
」

　
シ
ェ
ラ
「
も
ち
ろ
ん
い
い
わ
よ
」

　
エ
イ
リ
ア
「
始
め
!
」

　
ア
ク
セ
ル
「
や
あ
っ
!
」

　
ダ
ン
ッ
ダ
ン
ッ

　
シ
ェ
ラ
「
ハ
ッ
」
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ガ
キ
ン
ッ

　
エ
ッ
ク
ス
「
バ
リ
ア
か
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
よ
」

　
ゼ
ロ
「
こ
れ
な
ら
ど
う
だ
?
」

　
ガ
キ
ン
ッ

　
シ
ェ
ラ
「
ク
ッ
・
・
・
で
も
・
・
や
あ
っ
!
」

　
ゼ
ロ
「
グ
ワ
ッ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ゼ
ロ
!
」

　
シ
ェ
ラ
「
他
人
の
心
配
よ
り
自
分
の
心
配
を
し
た
ら
?
」

　
３
人
「
怖
ッ
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
イ
オ
ナ
ズ
ン
っ
!
」

　
チ
ュ
ー
ド
ー
ン

　
ア
ク
セ
ル
「
う
っ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
・
・
・
強
い
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
何
故
本
気
で
使
わ
な
い
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
本
気
で
使
っ
て
も
い
い
?
ど
う
な
っ
て
も
知
ら
な
い
け
ど
・
・
・
」

　
３
人
「
あ
あ
／
う
ん
」

12  第４話　彼女の実力



　
シ
ェ
ラ
「
じ
ゃ
あ
、
本
気
で
や
ら
せ
て
も
ら
う
わ
ね
」

　
シ
ェ
ラ
「
フ
レ
ア
ッ
!!
」

　
チ
ュ
ー
ド
ー
ン
!!

　
３
人
「
ぐ
っ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
本
気
・
・
・
勝
て
そ
う
に
な
い
な
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
や
る
か
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
あ
あ
」

　
エ
ッ
ク
ス
＆
ゼ
ロ
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ト
ラ
イ
ク
っ
!!!
」

　
ド
ッ
カ
ー
ン
!!!

　
シ
ェ
ラ
「
ッ
・
・
・
や
る
わ
ね
・
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
う
そ
!?
あ
れ
を
食
ら
っ
て
立
っ
て
ら
れ
る
な
ん
て
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
の
番
よ
!
ミ
ー
テ
ィ
ア
!!!
」

　
ド
ッ
カ
ー
ン
!!!

　
３
人
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
や
り
す
ぎ
た
・
・
・
・
」

　
〜
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ル
ー
ム
〜

　
シ
ェ
ラ
「
ご
め
ん
・
・
・
大
丈
夫
?
」
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ゼ
ロ
「
あ
あ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
す
ご
く
、
強
い
ね
」

　
ア
ク
セ
ル
「
す
ご
い
・
・
・
と
し
か
い
え
な
い
よ
・
・
・
」

14  第４話　彼女の実力



第
５
話
　
初
め
て
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ハ
ン
ト
・
・
・

　　
エ
イ
リ
ア
「
エ
リ
ア
○
○
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
発
生
し
た
わ
!
」

　
エ
イ
リ
ア
「
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ロ
と
ア
ク
セ
ル
と
シ
ェ
ラ
で
行
っ
て
も
ら
え
る
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
分
か
っ
た
」

　
〜
現
場
〜

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
意
外
と
少
な
い
の
ね
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
え
え
!?
ざ
っ
と
３
０
０
体
は
い
る
の
に
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
だ
っ
て
、
私
こ
の
倍
の
量
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
追
わ
れ
て
た
も
の
」

　
３
人
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」（
ゾ
ク
ッ
）

　
エ
ッ
ク
ス
「
大
丈
夫
だ
っ
た
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。」

　
ゼ
ロ
「
す
ご
い
と
し
か
い
え
ん
な
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ほ
ん
と
・
・
・
よ
く
生
き
て
た
よ
ね
、
シ
ェ
ラ
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
・
・
・
?
さ
て
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
、
消
え
て
も
ら
わ
な
い
と
ね
?
」

　
３
人
「
・
・
・
怖
い
／
怖
い
な
・
・
・
」

15



　
シ
ェ
ラ
「
?
フ
レ
ア
ッ
」

　
チ
ュ
ー
ド
ー
ン

　
シ
ェ
ラ
「
ざ
っ
と
１
０
０
体
は
倒
し
た
し
・
・
・
」

　
ビ
ュ
ン
ッ

　
ア
ク
セ
ル
「
え
!?
弓
ッ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
追
加
効
果
で
麻
痺
に
で
き
る
わ
」

　
ゼ
ロ
「
動
力
炉
を
破
壊
か
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
あ
ん
ま
り
、
追
加
効
果
の
意
味
な
い
よ
ね
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
誰
!?
」

　
???
「
や
っ
ぱ
り
気
付
い
て
る
ん
だ
」

　
シ
ェ
ラ
「
あ
た
り
ま
え
よ
」

　
???
「
で
も
、
あ
ま
り
私
と
話
し
て
る
と
私
の
可
愛
い
子
た
ち
が
、
み
ん
な
を
殺
し
ち
ゃ
う
わ
よ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
ね
。
ミ
ー
テ
ィ
ア
」

　
ヒ
ュ
ー
!!
ド
ッ
カ
ー
ン
!!

　
み
ん
な
「
・
・
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
こ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
」

　
???
「
そ
う
ね
・
・
・
」

16  第５話　初めてのイレギュラーハント・・・



　
ゼ
ロ
「
貴
様
は
誰
だ
?
」

　
???
「
私
は
・
・
・
そ
う
ね
、
リ
ル
、
と
で
も
名
乗
っ
て
お
く
わ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
名
乗
っ
て
お
く
?
」

　
リ
ル
「
え
え
。
私
に
名
前
な
ん
て
、
な
い
も
の
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
?
あ
あ
、
思
い
出
し
た
」

　
リ
ル
「
言
わ
な
い
で
よ
」

　
シ
ェ
ラ
「
言
っ
た
ら
あ
れ
で
し
ょ
う
・
・
・
」

　
リ
ル
「
も
ち
ろ
ん
」

　
???
「
シ
ェ
ラ
、
リ
ル
、
そ
こ
ま
で
に
し
な
さ
い
」（
ホ
ロ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
シ
ェ
ラ
＆
リ
ル
「
貴
女
は
Ｄ
ｒ
．
セ
・
・
・
」

　
???
「
い
わ
な
い
で
」（
ホ
ロ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
エ
ッ
ク
ス
「
シ
ェ
ラ
、
彼
女
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
い
つ
か
話
す
わ
」

17



第
６
話
　
シ
ェ
ラ
の
秘
密
?

　　
〜
ハ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス
〜

　
エ
イ
リ
ア
「
・
・
・
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
帰
る
の
が
遅
い
の
!?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
そ
れ
は
っ
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
１
０
０
文
字
以
内
で
答
え
て
」

　
４
人
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」（
焦
り
）

　
エ
イ
リ
ア
「
は
ぁ
・
・
・
な
ん
で
隊
長
２
人
も
い
る
の
に
・
・
・
し
か
も
全
員
Ｓ
級
ハ
ン
タ
ー
で
・
・
・
」

　
４
人
「
ご
め
ん
・
・
・
／
す
ま
ん
・
・
・
／
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
・
・
・
と
こ
ろ
で
シ
ェ
ラ
の
ボ
デ
ィ
は
何
で
出
来
て
い
る
ん
だ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
は
い
?
何
故
急
に
?
」（
助
か
っ
た
・
・
・
）

　
シ
グ
ナ
ス
「
破
損
し
た
時
に
金
属
が
い
る
だ
ろ
う
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
確
か
に
い
り
ま
す
ね
。
チ
タ
ニ
ウ
ム
Ｘ
Ｚ
合
金
で
す
。」

　
エ
イ
リ
ア
「
聞
い
た
こ
と
な
い
わ
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
と
て
も
珍
し
い
金
属
で
す
か
ら
」

　
ゼ
ロ
「
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
?
」

18  第６話　シェラの秘密?



　
シ
ェ
ラ
「
Ｘ
合
金
と
Ｚ
合
金
を
上
手
く
混
ぜ
れ
ば
で
き
る
わ
」

　
ア
ク
セ
ル
「
わ
〜
高
度
な
技
術
が
い
る
ん
だ
ね
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
原
動
力
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
」

　
シ
ェ
ラ
「
太
陽
光
と
か
風
と
か
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
便
利
だ
ね
・
・
・
そ
れ
」

　
エ
イ
リ
ア
「
そ
う
だ
、
４
人
と
も
今
回
の
任
務
の
始
末
書
書
い
て
ね
。」

　
４
人
「
あ
あ
・
・
・
／
は
ー
い
・
・
・
／
分
か
り
ま
し
た
」

　
エ
イ
リ
ア
「
期
限
は
明
日
ま
で
ね
」

　
４
人
「
え
ー
!?
」
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第
７
話
　
シ
ェ
ラ
の
戦
う
理
由

　　
ア
ク
セ
ル
「
そ
う
い
え
ば
、
シ
ェ
ラ
は
何
で
戦
う
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
戦
闘
型
だ
か
ら
・
・
・
じ
ゃ
駄
目
?
」

　
ア
ク
セ
ル
「
う
ん
。
駄
目
」

　
シ
ェ
ラ
「
ア
ク
セ
ル
の
意
地
悪
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
そ
ん
な
隠
す
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
そ
う
だ
よ
。
仲
間
な
ん
だ
し
・
・
・
そ
れ
に
手
伝
っ
て
あ
げ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
お
人
よ
し
な
ヒ
ト
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
僕
た
ち
だ
っ
て
ハ
ン
タ
ー
だ
か
ら
ね
。
ま
ぁ
、
エ
ッ
ク
ス
が
優
し
す
ぎ
る
だ
け
か
も
し

れ
な
い
け
ど
ね
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ア
・
ク
・
セ
・
ル
?
」（
怒
）

　
ア
ク
セ
ル
「
だ
っ
て
ほ
ん
と
じ
ゃ
ん
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
そ
こ
ま
で
に
し
ろ
。
シ
ェ
ラ
、
早
く
言
え
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
れ
は
命
令
で
す
か
?
隊
長
?
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
あ
あ
」（
嫌
味
か
コ
イ
ツ
・
・
・
）

20  第７話　シェラの戦う理由



　
シ
ェ
ラ
「
は
〜
い
。
そ
う
ね
え
・
・
・
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
追
わ
れ
て
い
た
と
き
の
借
り
を
返
す
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
・
・
・
他
に
あ
る
ん
で
し
ょ
?
そ
う
ね
え
・
・
・
っ
て
言
う
く
ら
い
だ
し
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
理
想
郷
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
が
作
れ
る
よ
う
な
平
和
な
未
来
を
作
る
の
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
理
想
郷
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
か
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
天
国
（
ヘ
ブ
ン
）
で
も
い
い
け
ど
ね
」

　
ア
ク
セ
ル
「
人
間
と
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
世
界
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
」

　
ゼ
ロ
「
理
想
郷
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
や
天
国
（
ヘ
ブ
ン
）
な
ん
て
幻
だ
ろ
う
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
で
も
私
は
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
レ
プ
リ
フ
ォ
ー
ス
み
た
い
な
こ
と
は
し
な
い
わ
」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
本
当
に
か
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
カ
ー
ネ
ル
さ
ん
や
、
ア
イ
リ
ス
さ
ん
み
た
い
な
こ
と
は
し
な
い
わ
」

　
ア
ク
セ
ル
「
絶
対
だ
よ
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
本
当
に
?
約
束
だ
よ
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
れ
に
私
ま
で
あ
あ
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
が
作
ら
れ
た
意
味
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

21



も
の
」

　
３
人
「
?
」

22  第７話　シェラの戦う理由



第
８
話
　
い
ろ
い
ろ
な
魔
法
?

　　
エ
ッ
ク
ス
「
そ
う
い
え
ば
、
シ
ェ
ラ
」

　
シ
ェ
ラ
「
何
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
１
つ
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
う
ん
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ミ
ー
テ
ィ
ア
っ
て
敵
だ
け
に
効
く
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
う
〜
ん
・
・
・
。
ま
あ
そ
う
だ
ね
」

　
ゼ
ロ
「
自
分
が
敵
と
認
識
し
た
も
の
だ
け
か
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
よ
く
分
か
っ
た
ね
」

　
ア
ク
セ
ル
「
す
ご
い
っ
!!
」

　
エ
イ
リ
ア
「
傷
つ
い
た
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
を
癒
す
魔
法
は
な
い
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
あ
り
ま
す
。」

　
エ
イ
リ
ア
「
あ
、
私
に
敬
語
使
わ
な
く
て
も
い
い
わ
よ
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
私
も
な
く
て
い
い
」

　
シ
ェ
ラ
「
分
か
っ
た
わ
」
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エ
ッ
ク
ス
「
ど
ん
な
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
・
・
・
!
エ
リ
ア
○
○
で
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
発
生
し
た
わ
!
」

　
レ
イ
ヤ
ー
「
負
傷
し
た
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
も
い
る
み
た
い
で
す
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
、
ア
ク
セ
ル
、
シ
ェ
ラ
、
頼
む
」

　
４
人
「
分
か
っ
た
／
う
ん
／
え
え
」

24  第８話　いろいろな魔法?



第
９
話
　
リ
ル
の
目
的

　　
リ
ル
「
ア
ハ
ハ
ハ
ッ
!
消
え
ち
ゃ
え
っ
!!
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
リ
ル
、
や
め
ろ
!!
」

　
リ
ル
「
う
る
さ
い
わ
ね
。
あ
ん
た
も
死
ね
」

　
ダ
ン
ッ
!!

　
エ
ッ
ク
ス
「
ウ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!
」

　
ア
ク
セ
ル
「
エ
ッ
ク
ス
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
君
も
ウ
ザ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
・
・
・
。
消
え
て
?
」

　
フ
ワ
ァ
ァ
ァ
!!
（
魔
力
の
集
ま
る
音
）

　
シ
ェ
ラ
「
そ
ん
な
こ
と
さ
せ
さ
な
い
わ
!!
マ
ホ
ト
ー
ン
ッ
!!
」

　
パ
ン
ッ
（
集
ま
っ
た
魔
力
が
消
え
る
音
）

　
ゼ
ロ
「
シ
ェ
ラ
が
２
人
?
」

　
リ
ル
「
フ
フ
フ
ッ
。
こ
っ
ち
の
シ
ェ
ラ
は
コ
ピ
ー
だ
も
の
」

　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
私
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）・
・
・
邪
魔
よ
?
」

　
リ
ル
「
私
達
の
邪
魔
を
し
な
い
で
?
」
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コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
シ
ェ
ラ
を
殺
し
ち
ゃ
お
う
?
リ
ル
」

　
リ
ル
「
そ
う
ね
、
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
」

　
リ
ル
「
デ
ス
ッ
!!
」

　
ブ
ワ
ッ
!!

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
・
」

　
リ
ル
「
効
か
な
い
の
!?
死
の
霧
な
の
に
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
甘
く
見
な
い
で
よ
・
・
・
」（
怒
）

　
シ
ェ
ラ
「
リ
ル
も
コ
ピ
ー
も
私
の
コ
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
を
使
っ
て
る
の
に
っ
!!
」

　
リ
ル
「
黙
れ
!!
貴
様
が
死
ね
ば
私
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
な
れ
る
の
よ
!!
」

　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ェ
ラ
だ
け
の
特
権
・
・
・
」

　
リ
ル
＆
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
世
界
を
好
き
な
よ
う
に
つ
く
り
か
え
れ
る
も
の
!!
」

　
シ
ェ
ラ
＆
リ
ル
＆
コ
ピ
ー
以
外
「
な
ん
だ
っ
て
!?
」

　
リ
ル
「
世
界
の
掟
も
何
も
か
も
・
・
・
そ
れ
こ
そ
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
て
ね
」

　
シ
ェ
ラ
「
で
も
、
貴
女
も
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
?
そ
れ
は
己
の
身
を
滅
ぼ
す
の
よ
?
」

　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
そ
れ
で
も
私
達
は
構
わ
な
い
も
の
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
私
達
が
作
ら
れ
た
意
味

は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
・
・
・
。
私
達
が
死
ね
ば
シ
ェ
ラ
の
作
ら
れ
た
意
味
は
・
・
・
」

　
リ
ル
「
コ
ピ
ー
、
喋
り
過
ぎ
よ
。」

26  第９話　リルの目的



　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
そ
う
ね
。
・
・
・
マ
ヌ
ー
サ
」

　
モ
ワ
〜
ン
（
霧
が
出
で
来
た
）

　
シ
ェ
ラ
「
幻
の
霧
（
マ
ヌ
ー
サ
）
か
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
私
は
、
マ
ホ
カ
ン
タ
ッ
!!
」

　
シ
ュ
ワ
ン
ッ
!!
（
魔
法
の
壁
が
出
来
た
）

　
リ
ル
「
・
・
・
今
度
は
殺
す
か
ら
ね
・
・
・
・
シ
ェ
ラ
」

　
シ
ェ
ラ
「
殺
せ
る
も
の
な
ら
ね
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
じ
ゃ
あ
ね
・
・
・
リ
ル
・
・
・
。
い
え
、
私
。」

　
リ
ル
「
!?
貴
女
あ
の
こ
と
を
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
も
ち
ろ
ん
よ
」

　
シ
ェ
ラ
「
な
ぜ
、
私
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
に
こ
だ
わ
る
の
?
貴
女
も
私
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
な
の
に
」

　
リ
ル
「
こ
れ
で
シ
ェ
ラ
な
ん
て
い
え
な
い
わ
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
な
ん
か
よ
り
も
、
貴
女
の
ほ
う
が
私
の
本
当
の
使
命
を
果
た
し
て
る
じ
ゃ
な
い
」

　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
貴
女
に
は
分
か
ら
な
い
わ
。」

　
リ
ル
「
行
き
ま
し
ょ
う
。
コ
ピ
ー
」

　
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
「
そ
う
ね
、
リ
ル
」

　
シ
ュ
ン
!!

　
エ
ッ
ク
ス
「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
・
・
・
?
」
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ゼ
ロ
「
リ
ル
は
コ
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
を
使
っ
て
い
る
・
・
・
」

　
ア
ク
セ
ル
「
ど
う
し
て
リ
ル
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
?
」

　
エ
イ
リ
ア
「
リ
ル
が
コ
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
な
ら
、
リ
ル
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ
ゃ
な
い
は
ず
な
の
に
・
・
・
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
・
・
・
・
?
」

28  第９話　リルの目的



第
１
０
話
　
２
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
?

　　
〜
ハ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス
〜

　
エ
イ
リ
ア
「
ど
う
い
う
こ
と
な
の
、
シ
ェ
ラ
!?
」

　
ア
ク
セ
ル
「
そ
う
だ
よ
!!
」

　
ゼ
ロ
「
シ
ェ
ラ
も
リ
ル
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
教
え
て
も
ら
え
る
か
い
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
・
・
・
」（
困
惑
）

　
シ
グ
ナ
ス
「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
シ
ェ
ラ
が
困
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。」

　
エ
イ
リ
ア
「
で
も
シ
グ
ナ
ス
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
・・・
ま
ぁ
、
で
も
シ
ェ
ラ
に
も
言
い
た
く
な
い
こ
と
く
ら
い
は
あ
る
と
思
う
か
ら
・・・
」

　
ゼ
ロ
「
あ
あ
・
・
・
・
強
制
は
出
来
な
い
な
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
で
も
、
言
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
な
。」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
・
。
え
え
、
分
か
っ
た
わ
。
貴
方
達
に
隠
し
通
す
の
は
無
理
み
た
い
だ
し
ね
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ま
ぁ
、
伊
達
に
長
い
間
ハ
ン
タ
ー
や
っ
て
る
訳
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ
く
ら
い
は
、

ね
」
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ゼ
ロ
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
。」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
ね
・
・
・
。
私
は
ね
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ボ
デ
ィ
を
使
っ
て
い
る
の
。」

　
シ
ェ
ラ
「
で
も
、
リ
ル
は
ね
、
は
じ
め
に
作
ら
れ
た
私
の
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

搭
載
し
て
い
る
の
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
格
と
い
う
こ
と
か
い
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
・
・
・
。
私
の
今
の
人
格
は
そ
の
次
に
作
ら
れ
た
人
格
よ
。」

　
ゼ
ロ
「
だ
か
ら
、
２
人
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
・
・
・
。」
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第
１
１
話
　
リ
ル
と
シ
ェ
ラ
の
関
係

　　
エ
ッ
ク
ス
「
で
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
格
な
ら
シ
ェ
ラ
に
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
あ
、
そ
れ
は
ね
、
接
続
の
関
係
で
ね
?
」

　
案
外
簡
単
な
理
由
だ
っ
た
こ
と
と
、
シ
ェ
ラ
と
リ
ル
も
２
人
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
現
実
に
皆
は

少
し
沈
黙
し
て
い
た
。

　
ゼ
ロ
「
だ
が
、
リ
ル
は
ヒ
ト
を
殺
す
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
ぞ
・
・
・
?
」

　
ゼ
ロ
の
疑
問
は
も
っ
と
も
だ
っ
た
。
シ
ェ
ラ
は
少
し
俯
き
、
考
え
て
か
ら
い
っ
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
私
の
製
作
者
は
ね
、
平
和
を
手
に
入
れ
る
の
に
は
悪
を
倒
す
こ
と
が
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
の
」

　
ア
ク
セ
ル
「
確
か
に
悪
は
必
要
だ
ね
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
は
悪
役
に
な
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
で
も
、
そ
の
人
格
は
リ
ル
に
行
っ
た
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
だ
か
ら
私
は
処
分
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。」

　
エ
イ
リ
ア
「
・
・
・
は
ず
だ
っ
た
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
で
も
リ
ル
の
人
格
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ね
、
当
初
の
人
格
よ
り
も
悪
い
人
格
に
な
っ
て
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し
ま
っ
た
の
・
・
・
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
え
・
・
・
?
」

　
ゼ
ロ
「
憎
悪
か
何
か
か
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
・
・
・
。
始
め
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
じ
ゃ
ぁ
、
も
し
か
し
て
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
私
は
リ
ル
を
止
め
る
た
め
に
、
処
分
さ
れ
ず
に
、
ね
」

　
シ
ェ
ラ
が
少
女
型
の
戦
闘
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
に
生
ま
れ
た
の
に
は
、
そ
う
い
う
理
由
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
リ
ル
は
悪
役
と
し
て
作
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
で
も
、
リ
ル
が
私
達
の
予
想
以
上
に
強
く
な
っ
て
い
て
・
・
・
・
。
止
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
・
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
大
丈
夫
。
絶
対
に
み
ん
な
で
リ
ル
を
止
め
よ
う
」

　
シ
ェ
ラ
「
あ
り
が
と
う
・
・
・
。」

32  第１１話　リルとシェラの関係



第
１
２
話
　
シ
ェ
ラ
の
こ
と
に
つ
い
て

　　
エ
ッ
ク
ス
「
で
も
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
?
」

　
と
聞
い
た
エ
ッ
ク
ス
に
シ
ェ
ラ
は

　
シ
ェ
ラ
「
製
作
者
が
そ
う
い
う
情
報
を
入
れ
て
く
れ
た
か
ら
よ
。」

　
ゼ
ロ
「
製
作
者
の
名
前
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
っ
て
い
う
の
。」

　
シ
ェ
ラ
の
言
葉
に
皆
は
沈
黙
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
セ
リ
ア
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
エ
ッ
ク
ス
「
セ
リ
ア
な
ん
て
載
っ
て
な
い
な
・
・
・
。」

　
ゼ
ロ
「
あ
あ
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
は
Ｄ
ｒ
．
ラ
イ
ト
の
親
戚
だ
っ
て
セ
リ
ア
博
士
か
ら
聞
い
た
わ
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
ラ
イ
ト
博
士
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
」

　
ゼ
ロ
「
聞
い
た
と
い
う
と
・
・
・
?
」

　
ゼ
ロ
達
は
ラ
イ
ト
博
士
の
親
戚
な
ら
１
０
０
年
ほ
ど
前
の
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
不
思
議
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に
思
っ
て
い
た
。
シ
ェ
ラ
は
答
え
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
起
動
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
ね
」

　
ア
ク
セ
ル
「
え
?
１
回
封
印
さ
れ
た
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
い
い
え
。
今
ま
で
ず
っ
と
生
き
て
き
た
わ
。」

　
シ
ェ
ラ
の
言
葉
に
皆
び
っ
く
り
し
て
い
た
。

　
ア
ク
セ
ル
「
旧
型
の
旧
型
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
そ
う
よ
。
２
世
紀
く
ら
い
前
の
新
世
代
型
だ
っ
た
わ
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
レ
プ
リ
は
俺
を
基
に
し
て
・
・
・
」

　
エ
ッ
ク
ス
は
シ
ェ
ラ
に
聞
い
た
。
彼
女
は
答
え
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
私
は
ラ
イ
ト
博
士
と
ワ
イ
リ
ー
博
士
が
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ロ
を
作
る
よ
り
前
に
、
セ
リ
ア
博

士
に
作
ら
れ
た
の
」

　
ア
ク
セ
ル
が
小
声
で
「
わ
〜
僕
達
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
・
・
・
?
」
と
言
っ
た
ら
エ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ロ

に
同
時
に
軽
く
叩
か
れ
た
。
ゼ
ロ
は
「
Ｋ
Ｙ
だ
な
・
・
・
。」
と
い
い
、
エ
ッ
ク
ス
は
「
シ
ェ
ラ
が
傷
つ

く
ぞ
・
・
・
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
ア
ク
セ
ル
「
・
・
・
地
味
に
痛
い
よ
・
・
・
。」

　
ゼ
ロ
「
シ
ェ
ラ
、
リ
ル
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
リ
ル
は
私
の
次
。
エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
の
少
し
前
に
完
成
し
た
わ
。」
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ま
た
、
ア
ク
セ
ル
が
「
リ
ル
も
お
母
さ
ん
な
の
!?
」
と
言
っ
て
ま
た
、
２
人
に
軽
く
叩
か
れ
て
い
た
。

エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
。
シ
グ
ナ
ス
た
ち
は
苦
笑
し
て
い
た
。
シ
ェ
ラ
は
、

「
私
・
・
・
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
親
・
・
・
?
」（
泣
）
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。

　
エ
ッ
ク
ス
「
シ
ェ
ラ
・
・
・
。
ア
ク
セ
ル
が
悪
い
か
ら
気
に
し
な
い
で
く
れ
・
・
・
。」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
・
・
・
。
そ
う
す
る
こ
と
に
す
る
わ
・
・
・
。」

　
ゼ
ロ
「
・
・
・
リ
ル
も
、
か
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
。
あ
と
私
の
前
に
姉
さ
ん
が
３
人
。」

　
エ
イ
リ
ア
「
名
前
は
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
１
番
上
が
レ
ア
姉
さ
ん
。
次
が
フ
ィ
ア
ナ
姉
さ
ん
で
、
次
が
ミ
ル
フ
ィ
姉
さ
ん
。」

　
シ
ェ
ラ
「
ち
な
み
に
コ
ピ
ー
も
セ
リ
ア
博
士
に
作
ら
れ
た
わ
。」

　
み
ん
な
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
も
、
と
い
う
こ
と
に
び
っ
く
り
し
て
い
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
昔
は
私
達
も
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ス
と
し
て
固
体
認
識
番
号
を
持
っ
て
い
た
わ
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
今
は
な
い
の
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
新
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
と
旧
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
に
別
れ
た
時
に
無
く
な
っ
た
の
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
新
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
私
、
リ
ル
、
コ
ピ
ー
の
こ
と
よ
。」

　
皆
は
ナ
ン
バ
ー
ズ
が
２
つ
も
あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
て
い
た
。
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エ
ッ
ク
ス
「
じ
ゃ
あ
、
旧
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
は
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
レ
ア
姉
さ
ん
、
フ
ィ
ア
ナ
姉
さ
ん
、
ミ
ル
フ
ィ
姉
さ
ん
。」

　
ゼ
ロ
「
ナ
ン
バ
ー
ズ
が
２
つ
か
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
そ
れ
に
昔
は
、
姉
さ
ん
達
と
バ
ウ
ン
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
を
し
て
い
た
の
・
・
・
」

　
シ
ェ
ラ
の
発
言
に
ま
た
、
驚
い
て
い
た
。

　
ア
ク
セ
ル
「
え
!?
シ
ェ
ラ
が
?
僕
た
ち
み
た
い
に
!?
」

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
組
織
だ
っ
た
の
か
・
・
・
?
」

　
エ
ッ
ク
ス
が
声
色
を
変
え
て
言
っ
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
え
え
」

　
ゼ
ロ
「
組
織
名
は
・
・
・
?
」

　
ゼ
ロ
が
低
い
声
で
聞
い
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
今
は
白
い
翼
（
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
）
っ
て
言
う
組
織
名
よ
。
前
は
、
飛
ぶ
鳥
（
フ
ラ
イ

バ
ー
ド
）
っ
て
名
前
だ
っ
た
わ
。」

　
ア
ク
セ
ル
「
フ
ラ
イ
バ
ー
ド
っ
て
・
・
・
!?
」

　
シ
グ
ナ
ス
「
・
・
・
あ
あ
、
か
つ
て
ほ
か
の
バ
ウ
ン
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
も
殺
し
て
い
た
組
織
だ
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
・
・
・
君
も
殺
し
た
の
か
い
・
・
・
?
」
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シ
ェ
ラ
「
い
い
え
。
私
が
殺
し
た
の
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
け
よ
。」

　
ゼ
ロ
「
だ
が
今
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
と
い
う
と
・
・
・
」

　
エ
イ
リ
ア
「
え
え
。
稼
い
だ
賞
金
を
人
間
達
に
分
け
て
る
わ
よ
ね
・
・
・
」

　
皆
は
そ
の
ま
る
で
正
反
対
の
組
織
が
同
じ
だ
と
言
う
こ
と
に
困
惑
し
て
い
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
フ
ラ
イ
バ
ー
ド
は
全
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ス
で
結
成
さ
れ
て
い
た
の
」

　
ア
ク
セ
ル
「
じ
ゃ
あ
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
は
・
・
・
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
リ
ル
、
コ
ピ
ー
を
除
く
ナ
ン
バ
ー
ズ
で
結
成
さ
れ
て
い
る
わ
」

　
ゼ
ロ
「
な
る
ほ
ど
な
・
・
・
。」

　
エ
ッ
ク
ス
「
フ
ラ
イ
バ
ー
ド
を
指
揮
し
て
い
た
の
は
・
・
・
?
一
番
上
の
レ
ア
、
と
言
う
レ
プ
リ
か

?
」

　
シ
ェ
ラ
「
い
い
え
。
レ
ア
姉
さ
ん
じ
ゃ
な
い
わ
。
・
・
・
リ
ル
よ
。
逆
ら
お
う
と
す
れ
ば
逆
に
操
ら

れ
る
の
。
た
だ
、
私
も
操
れ
る
か
ら
、
リ
ル
の
は
効
か
な
い
だ
け
よ
。」
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第
１
３
話
　
予
感

　　
エ
イ
リ
ア
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
多
数
確
認
!!
嘘
・
・
・
!?
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
こ
ん
な
に
・
・
・
!?
」

　
エ
ッ
ク
ス
達
は
唖
然
と
し
て
い
た
。

　
エ
イ
リ
ア
「
嫌
な
予
感
が
す
る
わ
・
・
・
」

　
ゼ
ロ
「
だ
が
、
こ
ん
な
に
ど
う
す
る
・
・
・
?
」

　
そ
う
い
う
ゼ
ロ
に
シ
ェ
ラ
が

　
シ
ェ
ラ
「
い
い
え
。
こ
こ
を
叩
け
ば
い
い
の
よ
。」

　
そ
う
彼
女
は
言
い
、
砂
漠
を
指
し
た
。

　
ゼ
ロ
「
分
か
っ
た
。
行
く
ぞ
!!
」

　
そ
う
言
い
、
彼
ら
は
砂
漠
へ
向
か
っ
た
。

　
〜
砂
漠
〜

　
ア
ク
セ
ル
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
こ
ん
な
に
・
・
・
!?
」

　
シ
ェ
ラ
は
何
か
を
唱
え
、
言
っ
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
い
い
え
。
こ
れ
は
幻
に
過
ぎ
な
い
わ
。」
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そ
う
い
い
、
指
を
「
パ
チ
ン
」
と
鳴
ら
し
た
。

　
エ
ッ
ク
ス
「
な
っ
・
・
・
」（
唖
然
）

　
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
た
ち
は
一
瞬
に
し
て
消
え
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
出
て
き
て
?
レ
ア
姉
さ
ん
達
。
そ
こ
に
い
る
の
は
分
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。」

　
レ
ア
「
よ
く
分
か
り
ま
し
た
ね
。
い
つ
か
ら
で
す
か
?
」

　
シ
ェ
ラ
「
初
め
か
ら
よ
。
何
を
し
に
き
た
の
?
リ
ル
や
コ
ピ
ー
が
居
る
の
を
見
る
限
り
、
こ
ち
ら
の

仲
間
で
は
な
い
み
た
い
だ
も
の
」

　
フ
ィ
ア
ナ
「
そ
れ
は
で
す
ね
・
・
・
」

　
ミ
ル
フ
ィ
「
貴
女
を
迎
え
に
来
た
の
よ
、
シ
ェ
ラ
。
ね
え
、
セ
リ
ア
様
。」

　
ロ
ー
ブ
を
は
お
り
、
顔
を
隠
し
た
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
の
後
ろ
か
ら
１
人
の
女
性
が
出
て
き
た
。

　
セ
リ
ア
「
そ
う
よ
。
さ
あ
、
お
い
で
、
シ
ェ
ラ
・
・
・
」（
微
笑
）
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第
１
４
話
　
裏
切
り

　　
セ
リ
ア
「
シ
ェ
ラ
、
貴
女
の
力
は
私
達
に
必
要
な
の
。
だ
か
ら
貴
女
は
こ
っ
ち
よ
・
・
・
?
」

　
バ
チ
ッ
!!

　
セ
リ
ア
の
指
か
ら
紫
電
が
ほ
と
ば
し
っ
た
、
そ
し
て
シ
ェ
ラ
に
直
撃
し
た
。

　
シ
ェ
ラ
「
キ
ャ
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!
」

　
エ
ッ
ク
ス
「
シ
ェ
ラ
!!
」

　
レ
ア
「
も
う
遅
い
の
で
す
。
シ
ェ
ラ
は
私
達
の
仲
間
に
な
る
ん
で
す
よ
」

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
・
・
」

　
目
を
開
い
た
シ
ェ
ラ
の
瞳
に
は
先
ほ
ど
の
よ
う
な
光
は
無
く
、
濁
っ
て
い
た
。
よ
く
見
れ
ば
、
ナ
ン

バ
ー
ズ
は
リ
ル
と
コ
ピ
ー
シ
ェ
ラ
以
外
が
シ
ェ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
瞳
を
し
て
い
た
。

　
セ
リ
ア
「
シ
ェ
ラ
・
・
・
?
」（
微
笑
）

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
Ｄ
ｒ
セ
リ
ア
、
何
で
し
ょ
う
か
?
」

　
セ
リ
ア
「
ク
ス
ク
ス
・
・
・
。
皆
で
も
う
一
度
飛
ぶ
鳥
（
フ
ラ
イ
バ
ー
ド
）
を
作
る
ん
で
す
よ
。」

　
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
「
了
解
・
・
・
」

　
セ
リ
ア
「
じ
ゃ
あ
、
シ
ェ
ラ
。
は
じ
め
に
あ
の
子
達
を
殺
し
て
き
て
?
」
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シ
ェ
ラ
「
分
か
り
ま
し
た
。」

　
そ
う
い
っ
て
、
彼
女
は
エ
ッ
ク
ス
達
に
何
の
躊
躇
い
も
無
く
剣
を
向
け
た
。

　
エ
ッ
ク
ス
「
や
め
ろ
、
シ
ェ
ラ
!!
」

　
エ
ッ
ク
ス
が
悲
痛
な
声
で
叫
ん
で
も
彼
女
に
は
届
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
ア
ク
セ
ル
「
そ
う
だ
よ
!!
僕
た
ち
だ
よ
!!
」

　
ア
ク
セ
ル
が
叫
ん
で
も
彼
女
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
そ
し
て
彼
女
は

　
シ
ェ
ラ
「
・
・
・
任
務
開
始
」

　
た
だ
淡
々
と
任
務
を
こ
な
す
だ
け
の
機
械
と
化
し
た
。

　
エ
ッ
ク
ス
「
・
・
・
俺
達
の
声
は
も
う
届
か
な
い
ん
だ
な
」

　
ゼ
ロ
「
あ
あ
、
そ
う
み
た
い
だ
な
」

　
ア
ク
セ
ル
「
シ
ェ
ラ
も
ナ
ン
バ
ー
ズ
た
ち
も
瞳
が
濁
っ
て
た
し
ね
・
・
・
。」

　
そ
う
彼
等
が
話
し
て
い
る
と

　
シ
ェ
ラ
「
目
標
エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
。
ブ
リ
ー
ズ
ダ
ス
ト
発
動
ま
で
残
り
２
０
秒
」

　
彼
女
は
無
機
質
な
感
情
の
こ
も
っ
て
い
な
い
声
で
そ
う
い
っ
た
。

　
ア
ク
セ
ル
「
う
わ
・
・
・
・
。
発
動
ま
で
・
・
・
と
か
言
わ
れ
て
も
困
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。」

　
???
「
と
り
あ
え
ず
、
射
程
距
離
よ
り
遠
く
に
行
っ
て
下
さ
い
!!
」

　
そ
う
背
後
か
ら
少
年
の
声
が
し
た
。
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第
１
５
話
　
少
年

　　
背
後
に
立
っ
て
い
た
少
年
は
銀
髪
で
蒼
い
瞳
を
持
っ
て
い
た
。

　
ア
ー
マ
ー
は
肩
の
と
こ
ろ
に
し
か
つ
い
て
お
ら
ず
、
ロ
ー
ブ
の
よ
う
な
服
に
ブ
ー
ツ
、
と
い
う
格
好

だ
っ
た
。
・
・
・
非
戦
闘
型
に
し
か
見
え
な
い
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
に
縁
が
あ
る
な
・
・
・
俺
た
ち
は
・
・
・
。

「
君
は
い
っ
た
い
!?
」

　
そ
う
叫
ぶ
俺
。

「
僕
の
こ
と
は
後
ほ
ど
。
今
は
彼
女
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
、
エ
ッ
ク
ス
さ
ん
。」

　
そ
う
彼
は
俺
の
ほ
う
を
向
い
て
い
い
、
シ
ェ
ラ
が
い
る
方
向
を
向
い
た
。

「
姉
さ
ん
・
・
・
。
貴
女
ま
で
・
・
・
。」

　
彼
は
悲
し
げ
な
目
を
し
て
シ
ェ
ラ
を
見
た
。

「
Ｄ
ｒ
．
Ｓ
Ｎ
０
０
０
カ
ノ
ン
。
敵
と
認
識
。
排
除
を
開
始
し
ま
す
。」

　
シ
ェ
ラ
は
抑
揚
の
な
い
声
で
そ
う
言
い
、
剣
を
構
え
た
。

「
姉
さ
ん
が
そ
う
す
る
な
ら
・
・
・
。」

　
カ
ノ
ン
と
呼
ば
れ
た
少
年
も
剣
を
構
え
た
。

「
カ
ノ
ン
・
・
・
!?
」
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「
大
丈
夫
で
す
よ
、
エ
ッ
ク
ス
さ
ん
。」

　
そ
う
カ
ノ
ン
は
俺
の
方
を
向
き
微
笑
ん
で
言
っ
た
。

「
で
も
今
の
シ
ェ
ラ
は
普
通
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
!?
」

　
そ
う
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
叫
ぶ
ア
ク
セ
ル
。

「
僕
は
姉
さ
ん
た
ち
が
堕
ち
た
と
き
の
た
め
に
作
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
。」

　
彼
は
そ
う
言
い
微
笑
み
な
が
ら
、

「
こ
こ
は
僕
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」

　
そ
う
彼
は
言
っ
た
。

「
わ
か
っ
た
。」

「
ゼ
ロ
!?
」

　
ア
ク
セ
ル
が
そ
う
い
っ
た
。
ゼ
ロ
が
そ
う
思
う
な
ら
・
・
・
。

「
俺
も
・
・
・
。
彼
を
信
じ
る
よ
。」

　
そ
う
い
う
と
カ
ノ
ン
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
す
る
と
シ
ェ
ラ
が
痺
れ
を
切
ら
し
た
の
か
斬
り
か
か
っ
て
き
た
。

　
ガ
キ
ン
!!

「
!?
い
き
な
り
す
ぎ
ま
せ
ん
・
・
・
!?
姉
さ
ん
!!
」

「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
う
る
さ
い
・
・
・
。
黙
れ
。」
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「
あ
、
は
い
・
・
・
。
っ
て
何
従
っ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
!?
」

　
そ
ん
な
彼
を
み
て
俺
た
ち
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
と
は
い
え
彼
の
戦
闘
能
力
は
高
か
っ
た
。

「
ミ
ー
テ
ィ
ア
。」

　
そ
う
シ
ェ
ラ
が
何
の
前
触
れ
も
な
く
呟
い
た
。

　
す
る
と
、
宇
宙
か
ら
大
量
の
隕
石
が
落
下
し
は
じ
め
た
。

　
そ
う
。
メ
テ
オ
の
何
倍
も
の
量
が
・
・
・
。

「
・
・
・
僕
、
ミ
ー
テ
ィ
ア
を
シ
ェ
ラ
に
使
わ
れ
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
気
が
す

る
・
・
・
。」

　
と
ア
ク
セ
ル
。

「
俺
も
だ
・
・
・
。」

「
俺
も
・
・
・
。」

　
と
俺
と
ゼ
ロ
。

　
し
か
し
カ
ノ
ン
は
と
い
う
と
・
・
・
。

「
・
・
・
。」

　
慌
て
る
こ
と
も
、
焦
る
こ
と
も
な
く
静
か
に
瞳
を
閉
じ
て
い
た
。

　
そ
し
て
彼
が
目
を
開
き
な
が
ら
何
か
を
呟
い
た
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
言
語
だ
っ
た
。
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「
止
ま
っ
た
!?
」

　
と
ア
ク
セ
ル
。
そ
う
、
落
下
し
て
い
た
隕
石
が
な
ぜ
か
停
止
し
た
。
い
や
・
・
・
。
俺
た
ち
以
外
の

も
の
が
す
べ
て
止
ま
っ
て
い
た
。
強
く
吹
き
付
け
て
い
た
風
も
・
・
・
。
巻
き
上
が
る
砂
も
・
・
・
。
す

べ
て
が
止
ま
っ
て
い
た
。

「
何
故
お
前
が
そ
の
力
を
・
・
・
。」

　
そ
う
呟
く
シ
ェ
ラ
。
そ
ん
な
シ
ェ
ラ
に
彼
は

「
彼
女
が
何
の
工
夫
も
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
?
姉
さ
ん
・
・
・
。」

　
そ
う
カ
ノ
ン
が
言
う
と
シ
ェ
ラ
は
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
て

「
チ
ッ
・
・
・
。
こ
ち
ら
シ
ェ
ラ
。
・
・
・
カ
ノ
ン
の
乱
入
に
よ
り
任
務
遂
行
が
不
可
能
に
な
り
ま
し

た
・
・
・
。」

「
分
か
り
ま
し
た
。
テ
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
た
。

「
了
解
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
。」

　
そ
う
呟
き
シ
ェ
ラ
は
テ
レ
ポ
ー
ト
に
入
っ
た
。
そ
し
て
・
・
・

（
お
願
い
・
・
・
。
私
を
止
め
て
・
・
・
。）

　
そ
う
４
人
の
頭
に
直
接
シ
ェ
ラ
の
声
が
響
い
た
。
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第
１
６
話
　
ナ
ン
バ
ー
ズ
の
秘
密

　　
シ
ェ
ラ
が
退
却
し
た
後
、
残
っ
た
４
人
は
エ
イ
リ
ア
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
。

「
こ
ち
ら
エ
ッ
ク
ス
。
エ
イ
リ
ア
、
転
送
を
頼
む
。」

　
〝
了
解
。
転
送
!!
〞

　
彼
ら
を
光
が
包
ん
だ
。
次
に
彼
ら
が
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
ハ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス
だ
っ
た
。

　「
エ
ッ
ク
ス
、
彼
は
・
・
・
?
」

　
聞
い
た
の
は
エ
イ
リ
ア
だ
。

「
彼
は
カ
ノ
ン
。
シ
ェ
ラ
の
姉
弟
機
ら
し
い
。」

「
カ
ノ
ン
で
す
。
姉
さ
ん
達
が
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

「
い
や
、
君
が
謝
る
必
要
は
な
い
。
元
凶
は
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
だ
。」

　
頭
を
下
げ
て
謝
っ
た
彼
に
シ
グ
ナ
ス
は
そ
う
返
し
た
。

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
そ
う
い
っ
た
彼
の
瞳
に
は
深
い
悲
し
み
の
色
が
浮
か
ん
で
い
た
。
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「
先
ほ
ど
お
前
が
言
っ
て
い
た
シ
ェ
ラ
達
が
堕
ち
た
と
き
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
一
体
・
・
・

?
」

「
言
葉
通
り
で
す
よ
、
ゼ
ロ
さ
ん
。
僕
は
ど
ん
な
手
段
を
使
っ
て
も
姉
さ
ん
た
ち
を
止
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
で
す
。」

「
ど
ん
な
手
段
を
使
っ
て
も
、
か
・
・
・
。」

　
エ
ッ
ク
ス
が
呟
く
。

「
は
い
。
・・・
と
は
い
っ
て
も
僕
も
気
を
抜
い
た
ら
、
リ
ル
姉
さ
ん
に
操
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
・・・
。」

「
そ
う
か
・
・
・
。」

「
自
動
時
に
意
識
共
有
を
カ
ッ
ト
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
・
・
・
。」

　
カ
ノ
ン
が
苦
笑
し
て
言
っ
た
。

「
意
識
共
有
を
し
て
る
の
?
」

「
は
い
・
・
・
。
僕
た
ち
ナ
ン
バ
ー
ズ
は
普
段
か
ら
意
識
共
有
は
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
す
が
リ
ル
姉
さ

ん
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
日
以
降
は
彼
女
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
破
壊
衝
動
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う

の
で
、
意
識
的
に
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。」

　
カ
ノ
ン
が
皆
に
話
し
た
。

　「
で
す
か
ら
い
ず
れ
姉
さ
ん
た
ち
と
戦
う
日
が
来
る
と
思
い
ま
す
が
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
・
・
・
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姉
さ
ん
た
ち
の
連
携
は
隙
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
・
・
・
僕
で
も
破
れ
る
か
ど
う
か
・
・
・
。」

「
厄
介
だ
な
・
・
・
。」

　
そ
う
ゼ
ロ
が
呟
く
。

「
そ
れ
で
も
僕
は
姉
さ
ん
た
ち
に
勝
つ
し
か
な
い
ん
で
す
・
・
・
。
世
界
を
守
る
た
め
に
・
・
・
。」

　
カ
ノ
ン
は
目
を
閉
じ
て
呟
い
た
。

「
大
丈
夫
、
俺
た
ち
な
ら
や
れ
る
さ
。」

　
エ
ッ
ク
ス
が
励
ま
す
。

「
そ
う
だ
よ
!
僕
た
ち
な
ら
で
き
る
よ
!
」

　
ア
ク
セ
ル
も
カ
ノ
ン
の
肩
を
軽
く
叩
い
て
言
う
。

　
そ
し
て
ゼ
ロ
も
無
言
で
力
強
く
頷
く
。

「
・
・
・
ま
ず
は
姉
さ
ん
た
ち
が
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
き
ま
す
。」

　
彼
ら
の
励
ま
し
を
受
け
取
っ
た
カ
ノ
ン
は
そ
う
い
っ
た
。

「
目
星
は
つ
い
て
い
る
の
か
?
」

「
・
・
・
え
え
、
一
応
。
・
・
・
こ
の
デ
ー
タ
を
見
て
く
だ
さ
い
。」

　
と
カ
ノ
ン
は
皆
に
デ
ー
タ
を
送
っ
た
。

「
こ
の
デ
ー
タ
は
?
」

「
か
つ
て
僕
た
ち
の
拠
点
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
装
置
な
ど
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
い
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る
と
し
た
ら
こ
の
う
ち
の
何
処
か
で
し
ょ
う
。
・
・
・
最
も
有
力
な
の
は
こ
こ
で
す
。」

　
と
彼
は
言
い
、
あ
る
場
所
を
指
し
た
。

「
・
・
・
砂
漠
か
。」

「
え
え
。
こ
こ
が
一
番
大
き
な
拠
点
で
し
た
か
ら
。
こ
こ
に
い
る
可
能
性
が
一
番
高
い
で
し
ょ
う
。」

「
よ
し
、
い
ま
か
ら
準
備
を
し
よ
う
。
・
・
・
５
時
間
後
に
こ
こ
に
集
合
で
い
い
な
?
」

　
と
シ
グ
ナ
ス
が
聞
く
。

「
あ
あ
／
う
ん
／
は
い
」

「
よ
し
、
解
散
!
」

　
彼
ら
は
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ
を
倒
し
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。
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第
１
７
話
　
セ
リ
ア
ナ
ン
バ
ー
ズ

　　
今
、
俺
達
は
砂
漠
に
来
て
い
た
。
カ
ノ
ン
が
言
う
に
は
こ
の
砂
漠
に
あ
る
拠
点
に
い
る
可
能
性
が
一

番
高
い
そ
う
だ
。
カ
ノ
ン
を
先
頭
に
暫
く
歩
き
続
け
て
い
る
と
、
砂
漠
に
は
不
似
合
い
な
研
究
所
の
よ

う
な
施
設
が
見
え
て
き
た
。

「
あ
れ
が
そ
う
な
の
か
?
」

　
ゼ
ロ
が
カ
ノ
ン
に
聞
い
た
。

「
え
え
。
・
・
姉
さ
ん
達
の
こ
と
で
す
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
・
・
・
。」

　
彼
は
そ
う
呟
く
。

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
・
・
・
?
」

　
俺
が
そ
う
聞
い
た
直
後
、
俺
達
の
間
を
一
筋
の
閃
光
が
走
っ
た
。

「
流
石
で
す
ね
・
・
・
。
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
・
・
・
カ
ノ
ン
。」

　
コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
色
の
長
髪
の
少
女
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
が
言
っ
た
。

「
レ
ア
姉
さ
ん
・
・
・
。」

　
カ
ノ
ン
が
呟
く
。

「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
も
私
達
を
倒
し
に
来
た
の
で
し
ょ
う
?
」
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そ
う
俺
達
に
問
い
か
け
た
の
は
オ
リ
オ
ン
ブ
ル
ー
色
で
内
巻
き
の
髪
が
特
徴
の
少
女
型
レ
プ
リ
ロ

イ
ド
。

「
そ
れ
以
外
で
こ
こ
に
来
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
わ
、
フ
ィ
ア
ナ
姉
さ
ん
。」

　
フ
ィ
ア
ナ
に
返
し
た
の
は
コ
ー
ラ
ル
色
の
髪
を
お
さ
げ
に
し
た
少
女
型
レ
プ
リ
ロ
イ
ド
。

「
私
も
そ
う
思
う
わ
・
・
・
。
ミ
ル
フ
ィ
姉
さ
ん
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
施
設
か
ら
出
て
き
た
の
は
・
・
・
シ
ェ
ラ
。

　「
シ
ェ
ラ
・
・
・
?
」

　
ア
ク
セ
ル
が
恐
る
恐
る
と
い
っ
た
感
じ
で
声
を
か
け
る
。

「
エ
ッ
ク
ス
、
ゼ
ロ
、
ア
ク
セ
ル
、
カ
ノ
ン
・
・
・
久
し
ぶ
り
ね
。」

「
え
!?
シ
ェ
ラ
・
・
・
!?
」

「
支
配
を
脱
し
た
の
か
・
・
?
」

「
・
・
・
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
姉
さ
ん
。」

　
彼
女
と
の
会
話
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
俺
達
は
思
わ
ず
そ
う
聞
い
て
い
た
。
・
・
・
い

や
、
一
名
挨
拶
を
返
し
て
い
る
が
。

「
・
・
・
い
い
え
。」

　
彼
女
は
頭
を
振
り
な
が
ら
答
え
、
自
身
の
腕
輪
を
指
で
さ
し
た
。
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「
こ
れ
で
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
は
私
達
を
好
き
に
操
れ
る
の
よ
・
・
・
。」

「
・
・
・
彼
女
の
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ
る
の
で
す
。」

　
ミ
ル
フ
ィ
と
レ
ア
が
教
え
て
く
れ
た
。

「
・
・
・
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
が
私
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
よ
う
で
す
。
早
く
逃
げ
て
下
さ
い
。
私
の
こ
の
能

力
は
・
・
貴
方
達
・
・
の
・
意
・
・
・
識
を
・
・
・
。」

　
フ
ィ
ア
ナ
が
そ
う
警
告
し
、
発
動
す
る
で
あ
ろ
う
能
力
を
教
え
て
く
れ
よ
う
と
し
た
矢
先
、
彼
女
の

瞳
か
ら
光
が
失
わ
れ
て
い
く
。
シ
ェ
ラ
達
は
Ｄ
ｒ
．
セ
リ
ア
か
ら
の
帰
還
命
令
が
出
た
の
だ
ろ
う
か
。

意
識
を
奪
わ
れ
、
俺
達
を
傷
つ
け
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
、
と
謝
り
な

が
ら
ま
た
施
設
の
中
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。
・
・
・
本
来
の
彼
女
達
は
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
嫌
う

よ
う
だ
。

「
・
・
・
ご
め
・
な
・
・
い
・
・
・
」

　
フ
ィ
ア
ナ
も
薄
れ
行
く
意
識
の
中
、
お
そ
ら
く
謝
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
言
い
終
わ
る
と
同
時
に

彼
女
が
俺
達
の
ほ
う
に
手
を
か
ざ
し
、
何
か
を
呟
い
て
い
た
。

　
そ
れ
を
聞
く
と
同
時
に
俺
達
の
意
識
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
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